
  令和２年度 大和中央高等学校   学校評価総括表                                                                                     奈良県立大和中央高等学校（定時制） 
教 育 目 標 

「自律」「敬愛」「進取」の校訓のもと、自主自立の精神をもって自分がなすべきことを適切に判断し行動できる生徒、情操豊かな心をもって自他の人格を尊重できる生徒、自ら進んで目標を定め、目標達成に向かって真剣に努力し、未来を切り開

いていけるたくましさをもった生徒の育成を図る。  
総合評価 

運 営 方 針 保護者や地域等との密接な連携を図りながら、すべての教職員が生徒理解を基盤とした温かみのある教育を展開し、三部制の特長を生かした各種の教育活動を行う。  

B 
前年度の成果と課題 本年度重点目標 具体的目標 

・主体的にあいさつできる生徒も少しずつ増えてきたが、まだ職員からの声掛け等が必要である。 
・日常の規範やモラルがしっかりと身に付いていない生徒が一部いることから、規範やモラルの大切さについて職員の
共通理解のもと、あらゆる角度から指導していく必要がある。 

・進路に対する意識を高めるため進路ガイダンスをはじめ、進路に関わる情報をよりタイムリーに生徒に伝えていく。
インターンシップ等を活用し、卒業時の進路未決定率の減少に繋げたい。 

・校務システムの円滑な導入を目指し職員研修等の取組を行った。さらに効率的な活用を進めたい。 
・生徒がより相談しやすい窓口としてのＳＣ常駐は非常に有効であった。今後もＳＣやＳＳＷとの協力のもと関係機関
と連携を図り、支援が必要な生徒への対応を進め、職員研修等で共通理解を深める。 

・部活動、生徒会、ボランティア活動の一層の活性化を図る。 
・生徒の健康管理に向けて、保護者の協力をより得られるよう工夫する必要がある。 
・校内美化に対する意識の高まりや、安全点検の定着・点検結果の改善等、施設管理に一定の成果が見られた。 

(1)自立した社会人となるための基礎形成を図る。 
 
(2)生徒理解による基礎学力の定着に努める。 
 
(3)高校通級の研究校として研究取組の充実に努める。 
 
(4)好ましい人間関係構築能力や社会性を育む。 
 
(5)生徒の安全を守る取組を充実させる。 
 
(6)自他の生命を大切にする行動ができるよう、指導の浸透を図る。 
 
(7)働き方改革の推進を行う。 

・教育活動全体を通して、規範意識や倫理観を粘り強く指導し、ＴＰＯに即した行動がとれるよう指導に努める。 
・キャリア教育や進路ガイダンスを推進し、進路意識の向上を図るとともに、進路未決定者の減少に努める。 
・学習指導の工夫充実を図り、生徒の学習意欲の向上に努め、高校卒業という目標達成に向けた支援を行う。 
・支援を要する生徒の的確な把握に一層努め、教職員間の共通理解をより深めながら対応する。 
・教員全体がユニバーサルデザイン教育を意識し、ＩＣＴを活用した授業を展開できるように努める。 
・「地域と共にある学校づくり」を推進するなど、地域力に学びながら、社会性の育成に努める。 
・部活動や生徒会活動への参加を促し、協調性やコミュニケーション能力等の育成を図る。 
・生徒の一層の活躍の場となるよう、学校行事等の工夫、見直しを行う。 
・危機管理マニュアル等の整備を進め、地域の協力を得て学校安全体制づくりを推進する。 
・安全教育、防災教育においては、講演会等を積極的に行い、生徒への啓発を図る。 
・「命の大切さ」を考えさせる取組を講演会や集会等も活用しながら展開していく。 
・働き方改革の観点から、業務内容や役割分担等の適正化を図る。 

評価項目 具体目標 具体的方策・評価指数 自己評価結果 成果と課題（評価結果の分析） 改善方法等 学校関係者評価及び改善方策 

教 務 部 

・校務システム「賢者」について、本格的に導入で
きるように取り組む。 

・令和 4 年度入学生から導入する新教育課程を今年
度中に完成させる。 

・通級指導の実施時関数が大幅に増えることになる
が、混乱なく実施できるよう教務として協力して
いく。 

・授業にユニバーサルデザインを取り込めるよう
に、ICT を活用した授業を全教員が実施できるよ
うに、研修を計画し実施していく。 

・日々の出欠入力を「賢者」でも行えるようにする。 
・成績会議資料などを可能な限り[賢者]でも出力していく。 
・遅くとも夏期休業中には、原案を各教科に示し検討してもらう。 
・年度末の総括会議に、最終案を示す。 
・教室配当や担当者の時間割りで協力する。 
・次年度の受講登録も、担当者と連携しながら進める。 
・授業研修(相互参観)の時期を 2 回にわけ、まず各教科 1 名に授業を公開
してもらい、それを受けて全員が授業を公開してもらうように計画す
る。 

Ａ 

・「賢者」での日々の出欠入力は、学校再開と同時に開始した。 
・会議資料については、信頼性の問題などで、旧システムのものが中心となってい
るが、「賢者」でも同様の処理は行った。 

・完成した令和 4年度入学生の教育課程表を２月末に県教委へ提出した。 
・通級指導は、混乱することなく実施出来た。 
 
・2 回に分けて相互参観の時期を設定し、全教員に ICT を活用した授業を公開して
もらうことが出来た。在宅期間中の動画作成なども含め、教員の ICT への理解が
進んだ 1年であった。 

  

･ 来年度は「賢者」だけの入力にする予定であるが、業者の対応次第
の部分が残っている。 

・来年度の 7 月末には、学校設定科目の年間計画表などを提出しなけ
ればならないので、新年度開始後すみやかに取り組んでもらう必要
がある。 

・来年度、新しく本校に来られる先生方にも同じように取り組んでも
らえるよう、研修の機会を設けていきたい。 

 

･新教育課程にスムーズに移行する
ことができるよう各教科と連携を
図りながら進めている。 
･賢者の活用については職員研修を 
行い、入力方法等共通理解を図っ
ているが、考査時間の作成等、旧
システムの方が活用しやすい分野
もあり、スムーズな移行が必要で
ある。 

生徒指導部 

・学校生活の「要」を授業に置き、欠席・遅刻・早
退の減少を図る。 

・あいさつ・言葉遣い等の基本的生活習慣の確立を
目指す。 

・「いじめ防止対策プロジェクトチーム」を中心組
織に据え、生徒一人ひとりに目を向け、少しの変
化にも気づくように努めるとともに、さまざまな
状況に応じた認知を行う。また、職員の研修を充
実させる。   

・生徒の生命を守る取組を推進する。 
・若者の薬物乱用防止を啓発する。 
・人権文化部と連携し、生徒個々に必要な支援に取
り組む。 

・生徒の部活動参加を促進する。 

・授業時のあいさつ習慣を身に付けさせるなど、授業規律の確立に向け授
業担当者が徹底して指導出来るよう教職員全員で取り組む。 

・校内巡視等を通して生徒理解に努め、授業に出ない生徒への声掛け等を
徹底する。 

・人権意識の高揚と豊かな心の育成を目指しながらも個々の生徒の状況に
応じた対応を行う。また、教職員の気付く力を高める研修を実施する。 

・命の大切さを考えさせる講演会（薬物乱用防止・自殺防止等）を実施す
る。 

・校内巡視や下校指導を常時行い、不審者への予防も兼ねる。下校指導で
は地域住民からも生徒の状況を尋ね、情報収集の手段とする。 

・自転車通学、原付通学ともに事故ゼロを目指して通学生集会、実技講習
会を定期的に開催する。 

・生徒会活動に多くの生徒が参加できるように、全生徒に対して生徒会活
動や部活動の広報を積極的に行う。 

Ｂ 

・今年度は、新型コロナ感染症の影響で、例年新学期に行っていた行事が予定通り
に実施できなかった。そのため、密になることを避け、新入生オリエンテーショ
ンはクラスごとに実施し、薬物乱用防止教室も外部から講師を招いての講演は実
施できなかったので、独自に動画を校内で作成し各ＨＲで展開した。 

・今年度から生徒指導部だよりを作成し、現在はＳＮＳに関する内容を中心に展開
している。今後は、違う視点の内容も展開していく予定をしている。 

 
 
 
・自転車通学生については、損害賠償保険への加入を義務づけた。 
・郡山警察署、交通機動隊白バイ隊の指導の下、原付通学者実技講習を行った。 
・生徒会活動は、新型コロナ感染症のためほとんどの活動が中止されてしまった
が、今年度中に何らかの活動の場を模索していきたい。 

・新型コロナ感染症の影響で、特に４～５月が臨時休業となり、生徒
指導の一番の根幹である、生徒とのコミュケーションの確立におい
て進めにくい面もあったが、各先生方の協力もあり、概ね進められ
た。次年度以降も通常の教育活動が実施できる前提で諸行事の企画
立案は行うが、一方で、人数や場所の制約があることも想定した２
本立ての企画・立案が必要となる。 

・生徒指導部だよりの内容は、様々な角度から展開できるよう内容の
幅を広げていく必要がある。 

・生徒の安全意識向上のため、交通安全教室は継続して実施してい
く。 

・次年度の新入生からキャリアパスポートを持って入学してくる。新
入生は既に経験しているが、高校教員が初めてとなることから、十
分な研修を持って対応できるよう準備する必要がある。 

･日常の規範やモラル、「挨拶」が
しっかりと身に付いていない生徒
が一部いることから、今後も規範
やモラルの大切さについてあらゆ
る角度から指導していく必要があ
る。 
･地域活動やボランティア活動に積
極的に参加する生徒の育成に努め
る。 
･生徒が自他ともの｢命｣を大切に考
え行動できる取組の推進が必要で
ある。 
 

進路指導部 

・進路ガイダンスや進路講演会を通じ、キャリア学
習を充実させる。 

・生徒個々の目標実現のため、必要な指導と支援を
充実させる。 

・進路希望調査や面談を通し、自己の進路について
考えさせる。 

・日々の学校生活や面接指導を通して、コミュニケーション能力の向上を
図る。 

・「進路だより」「進路のしおり」をさらに充実させ、進路情報の提供と
進路意識の向上を図る。 

・「進路に関する相談・指導記録カード」をもとに、進路指導を充実させ
る。 

・進学講習や就職講習を実施し、進路実現を支援する。 
・各種問題集、解説書、ガイドブック等の進路貸し出し図書の充実を図
る。 

Ｂ 

・新型コロナ感染症の影響で予定していた進路ガイダンスは実施できなかった。そ
の代替として生徒が希望する分野の大学、専門学校の資料配付を行った。進路説
明会は学校が再開されてから第一回と第二回の内容を合わせる形で実施した。 

・就職の第１回応募には 20 名が応募し、内定率は 70％、昨年をわずかに上回っ
た。 

・「進路だより」を通して卒業年次以外の生徒にも進路に関する情報を提供すると
ともに、就職試験問題を掲載するなど  内容にも工夫した。 

・「進路に関する相談・指導記録カード」を活用した進路指導を展開している。 
・昨年度に引き続き、進学講習の開講科目増とともに就職試験対策講座を開講し就
職を希望する生徒に対する事前指導を充実させている。 

・新型コロナの影響で夏期休業の期間が短くなり、就職に向けての活
動が十分できなかった。一次応募の受験者数も昨年度から約 40％
減少したが、内定率は昨年を上回り、積極的に就職活動に取り組む
生徒は結果を出している。一方で依然として進路に向き合いきれな
い生徒も一定数おり、今後も自分を見つめ進路に向き合う姿勢を持
たせる取組みを継続し、一人ひとりに合った進路指導を展開してい
く必要がある。 

・学校推薦型入試の面接が口頭試問に変わるなど難化傾向にある。対
策も含めＡＯ入試等の多様な入試制度の活用を含めた情報の提供を
心がけたい。 

･積極的に就職活動に取り組む生徒
が増加していることは、丁寧な進
路指導の成果と考える。今後一
層、個々の生徒の個性や特性に合
った指導を展開していきたい。 
･入試制度等の多様な情報をタイム
リーに生徒に伝えていく必要があ
る。 
 

健康・環境部 

・健康・安全の自己管理を推進し、健康的な生活習
慣を身に付けさせる。 

 
 
・校内美化に努めるなど、生徒の学習環境の整備を
図る。 

 
・環境安全管理に努める。 
 
・生徒の生命を守るための教職員研修を実施する。 

・健康診断の結果や治療勧告書を確実に保護者へ届け、医療機関での受診
を促す。          

・「保健だより」や「食生活レター」を発行し、ＨＲ等で活用し自己管理
を徹底させる。 

・毎時の教室整備整頓を定着させる。 
・総合的な学習の取組として、月１回程度の清掃活動を実施する。 
・部集会等の節目日の清掃活動を実施する。 
・環境安全点検表に基づき、月１回安全点検を実施し、生徒が安全に学校
生活を送れるよう整備する。 

・救急救命（アレルギー対応含む）研修を継続、計画実施する 

Ｂ 

・新型コロナの関係で、検診ができない恐れがあったが、概ね無事に終了すること
ができた。欠席者には、治療勧告書を出し各家庭で医療機関の受診を促す。 

・内容を精査しながら取り組みやすい内容で発行し、ＨＲ等で活用している。 
 
・校内美化に関しては、生徒・教職員共に学校をきれいに使おうという意識が出来
てきている。 

・新型コロナの影響で２ヶ月間実施できなかったが、生徒の登校後は積極的に取り
組んでいる状況である。 

・安全点検も、事務室の早い対応で危険が無いように整備している。 
・新型コロナの影響で、心肺蘇生法の研修のみ７月に本校で実施した。 

・新型コロナの影響で、検診方法についても新たな取り組み方により 
受信率も概ね良好であったが、欠席者や受診結果の良くない生徒に
対して書面等を利用しながら、健康診断の重要さを保護者に伝えら
れるように考えていきたい。 

・ＨＲ等を活用して、生徒自身にも健康を身近に感じられるような内
容での取り組みを考えていきたい。 

・積極的に美化意識を高められるような内容を考えていきたい。 
・月１度の安全点検も継続しながら、危険箇所についても早急に報告
できるシステムを考えていきたい。 

・新型コロナの影響も鑑みながら、内容の変更や充実も含めて、講習
を年度の早い時期で実施していきたい。 

･健康診断の受診率は昨年度より増
加したものの、受診後、治療勧告
書を保護者に渡しても、医療機関
への受診につながらないケースが
多い。生徒･保護者への啓発方法
を工夫する必要がある。 
･月１度の安全点検が定着してき
た。事務室と連携し必要な措置を
迅速に実行している。 
 

人権・文化部 

・特別支援教育および通級による指導の拡充。 
 
・人権学習を通して、生徒に身の回りの不合理、矛
盾に気付かせる。 

 
・魅力ある文化行事を行う。 

・実態把握の方法、支援、指導の計画の充実に努める。また、ユニバーサ
ルデザイン等、全生徒に還元できる支援方法を構築していく。 

・教員の研修の場や情報をより多く提供するとともに、生徒が納得、共感
できる授業や教材づくりに努める。 

・企画、準備に力を入れ、明確な進行、スケジュールのもと行う。 
Ｂ 

・通級指導では個々の実態に合わせた授業内容を展開しており、その支援方法等、
具体的な内容を教員研修（今年度は新着任のみ）で、情報提供している。 

・現実的で、実感の持てるテーマとして、「新型コロナウイルスと差別」を選択
し、人権教育の教材を作成した。 

・新型コロナウイルスの影響で、文化行事は中止となったが、部活動や教科の活動
報告を動画で行った。 

・通級指導の理解、広がりのため事例を踏まえた職員研修を実施した
い。 

・次年度は障害者差別の問題をテーマに、人権講演会を実施したい。
新型コロナ感染症の影響が続く場合は、オンラインでの講演会など
の工夫をしたい。 

・次年度の文化行事は、部活動は舞台発表をする予定だが、活動報告
は、各教科作成の動画を視聴させたい。 

･生徒の支援に関して、関係職員で
共通理解し、必要に応じてＳＣや
ＳＳＷ、関係機関と連携する体制
が構築されている。 
 

総 務 部 

・昨年度までの反省事項や課題を踏まえ、式典やそ
の他の企画行事等を円滑に進める。 

・昨年度から新形式となった i ボード、学校ホーム
ページを有効に活用する。 

・後援会・同窓会・学校評議員との連携をさらに深
め、生徒が学びやすい環境づくりを行う。 

・学校経営計画をはじめとする出版物の発行を円滑
に行う。 

・ＩＣＴ機器を活用した活動を実施する。 
 

・着任式、始業式、入学式、卒業式、離任式等の式典を見直し、より良い
式典になるよう努める。 

・i ボード、学校ホームページの更新を昨年度以上行い、有効な情報発信
に努める。 

・後援会・同窓会・学校評議員との連携をさらに深め、定期総会や学校行
事をはじめとする諸活動への参加・協力体制を築く。 

・学校経営計画、学校要覧、学校生活ガイドブック、入学のしおり、学校
案内等の出版物について、内容の見直しとスムーズな発行に努める。 

・保護者・生徒アンケートをＩＣＴ機器を用いて実施する。 
Ａ 

・新型コロナ感染対策のため、着任式、始業式は教室でモニターを使用して実施、
入学式は式場での座席間隔を開け、式後のＨＲは生徒と保護者を別の教室で行う
ことで無事実施出来た。 

・i ボードは例年と同等以上の情報を発信し、学校ホームページは定時制通信制の
記事を見分けやすいように工夫を凝らした。さらにコロナ対応関係の情報を適宜
発信している。 

・後援会総会、同総会定期総会はコロナの影響で開催できなかった。ただ、後援会
の新規役員に多くの方がなっていただき、生徒・学校への支援を十分に行ってい
ただいている。 

・学校評議員会が来年度から学校運営協議会に替わるのに伴いその準備を行った。 
・学校経営計画は内容の見直しを行い、計画通りに発行できた。コロナの影響で、
学校生活ガイドブック・入学のしおりの配布時期が例年と変わったため、内容の
変更をおこない予定通り発行できた。 

・保護者アンケート・生徒アンケートともに初めてタブレットを使用し、効率良く
実施出来た。 

・来年度も新型コロナ感染の影響が続くなら、さらに改善を加え実施
する。 

 
・今後も i ボード・学校ホームページの充実をはかりたい。また、ど
ちらも見やすい内容になるようにする。 

 
・来年度は後援会総会、同総会定期総会が実施出来ることを願う。ま
た、今後もどちらの支援もいただけるよう協力体制をさらに築く。 

 
・学校運営協議会を軌道に乗せる。 
・出版物に関しては今後も見直しをおこない、よりよい物にする。 
 
 
・アンケートは今後も今年度と同じ方法で実施する。 
 

･式典については概ね厳粛かつ穏や
かな雰囲気で行われている。 
･学校ホームページの充実を図る必 
要がある。 
･学校運営協議会の立ち上げに向
け、計画的に進めていく必要があ
る。 

Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ部 

・基本的な生活習慣の定着を図るとともに、生徒と
教員との信頼関係を築く。 

・生徒の状況を把握し、部（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）を越えて
生徒理解に努める。 

・進路に対する確かな意識を持たせ、進路実現のた
めに行動できる生徒を育てる。 

・教職員自らが、授業だけでなくあらゆる場面でのあいさつや声掛けを心
がける。 

・部主任間で適時生徒の情報共有を行い、大和中央高校のすべての生徒の
状況がわかるようにする。 

・上級生になるほど正しい言葉遣いができるようになることが、自身の進
路路実現に繋がることを理解させる。 

Ａ 

・多くの生徒があいさつができるようになった。また声に出せなくとも会釈など反
応できるようになった。 

・部主任間の連携はスムーズに行うことができ、生徒の情報共有を図れた。 
・コロナ禍にあり、就職試験が１ヶ月延期になったことや、企業の先行きが見通せ
ない中、進路実現に向けて、ひとりひとりの面接指導など繰り返し行った。 

・日々のあいさつや声掛けは、生徒の変化を知る上でも大切な取組で
ある。次年度も継続していきたい。 

・年度当初から、特に新入生に関しての情報共有を図っていきたい。 
・進路実現のため自分を変えることは一朝一夕にはできない。できる
だけ早くに生徒の意識変革を促したい。 

･各部とも部主任とチューターが密
に連携し、生徒･保護者に丁寧に
対応している。 
･多様な生徒が入学してくるため、
新入生に関しての情報把握を早期 
に行う必要がある。 

事 務 部 

・学校施設の劣化状況の把握に努め、適切に維持管
理する。 

・来校者を把握するとともに、適切な対応に努め
る。 

・予算の適正かつ効率的な執行に努める。 

・年間１０回の安全点検により破損個所を把握し、早期に修繕を実施す
る。 

・来校者の所属、氏名、来校目的を確認することにより、迅速かつ丁寧な
案内に努める。 

・事業の優先順位を適切に判断し、経費の節減合理化に努める。 

Ｂ 

・毎月の安全点検と日常の施設確認により学校施設の損耗状況を把握し、修繕整備
に努めた。 

・来訪者の氏名と来校目的を確認することにより、的確な対応に努めた。 
・経費の節減合理化と、適切な予算執行に努めた。 

・計画的な学校施設の点検と整備に努める。 
・来訪者に対して丁寧に対応することを徹底する。 
・学校運営にかかる所要の予算確保に努める。 

･安全を第一に施設設備の点検･修
理等を計画的かつ迅速に対応して
いる。今後も関係分掌と密に連携
し環境整備の充実に努めてもらい
たい。 


